
条件として何が必要なんだろうというのが、僕のテーマにな
ります。ですから先ほどの岩城さんの議論だと、没入でも異
化でもない、あるいは没入だけでも異化だけでもないという
状況、そういう体験をしたことが、自分の演劇を始めた初心
になります。ですから、非常に重要な議論だなと思いました。
その後ちょうど演劇を始めた頃に体験した話を思い出した
ので、紹介したいと思います。演劇を始めてまだ全然素人み
たいな時に、アメリカ人の音楽家と一緒にコラボレーション
した時がありました。彼はサンフランシスコから来ていて、
麻薬文化の申し子のような人でした。ゲーリー・シュナイダー
という詩人で、公演の前に、いい考えを思いついたと僕のと
ころへ興奮しながらやって来て、「観客にマジックマッシュ
ルームを食べさせてしまえば、すごいいい体験できる」と言
いました。僕はその時、確かにそれはいい手だなと思い、否
定ができなかったんです。観客の身体感覚や脳の構造が変
わってしまうと、それがリアルだろうがデジタルだろうが、
1回きりの貴重な体験になります。没入感どころか、もう完
全にいっちゃった体験が成立します。そのためにマジック
マッシュルームを使うというのを、どうして否定できるんだ
ろうか。それは、その後の僕の問いになりました。
もうひとつ、薬で思い出したことがあります。ワーグナー
のオペラを観ると、特にドイツでは、もう陶酔感があまりに
すごくて、麻薬をやっているような感じだと思うことがあり
ます。バイロイト祝祭劇場というワーグナーがつくった劇場
は、そういう麻薬を観客に飲ませるための、つまり没入させ
る装置になってるんです。そのためにあらゆることが工夫さ
れています。例えば通路や客席も非常に狭くて、1回入った
らもう途中では出られない。オーケストラピットが非常に深
く、地の底のようなところにあるので、楽団は見えない。そ
こから、湧き上がってくるような音楽に包まれて、オーケス

トラピットが邪魔しない舞台に没入する。そういう体験をつ
くるアーキテクチャー＝装置になっています。その中で2時
間、3時間と麻薬を体験するんです。しかも、みんな観劇す
る前にワインやビールを飲んでいるので、少し酔いが回った
ところで、その陶酔体験、没入感を味わうわけです。もしも
僕が観劇前のバーの店員か何かに扮して、利尿薬をワインや
ビールに混ぜたら、たぶん公演がぶっ壊れます。というのも、
劇場があまりに狭すぎて──つまりそれは「舞台が始まった
らあなたは立ってはいけない」「出ていってはいけない」とい
うアーキテクチャー的なメッセージなんですけれども──そ
ういうところでひとり、手洗いに立とうものなら、全員立た
なければいけない。次から次へとトイレに立ったら、ひとつ
になった観客、あるいは麻酔、麻薬で、陶酔して没入して同
化している、ひとつになったお客さんは、おそらくバラバラ
になるでしょう。
薬関係で、もうひとつ最後に付け加えると、今後、VRな
ど様々なものが出てくると思いますが、今は幸か不幸か、器
具が没入を邪魔していますよね。非常に重いし、あんなもの
をつけて1時間とか見ていると首が痛くなってしまう。それ
もたぶん10年、20年、30年と経てば、タブレット1個で、こ
れを飲めば没入できますというようになっているかもしれま
せん。ひょっとしたらもう、道具が何もなくても、タブレッ
トを飲めばワーグナーの『ニーベルングの指環』を3時間体験
できますというような、つまり観客の身体、そこで体験され
るものがすべてになるかもしれません。そんな時に、我々は
どのように批評性を介入させて、その没入を壊していくこと
ができるのか、おそらく未来の演劇では没入でないひとつの
あり方が、求められるのではないかと、お話を伺っていて思
いました。

バイロイト祝祭劇場  撮影：高山明

批評性の介入によって没入を破壊する

世界の認識を問い直す機会
クワクボリョウタ（Archival  Archetyping、 IAMAS）

僕が演劇や時間芸術に関してコメントをするというのは非
常に僭越ではあるのですが、お話を伺っていて思ったのは、
僕が小学生の頃、ドリフターズの番組『8時だｮ !  全員集合』
を観ていた、あの「いま・ここ」性というのは何だったんだ
ろうということです。つまり、テレビはテクノロジーとして
は一方向であるし、今あるようなネットワーク、インターネッ
トを通じたいろいろな手段は当然ないなか、生放送というも
のに対するリアリティというのは当時はあったんだろうと。
伊村靖子さんの言葉を借りると、新しいテクノロジーの登場
によって、メディアの再配置が起こった後の今、おそらく同
じことやってもそれが「いま・ここ」性の高いものとしては
受け取れないんだろうなと思うんです。ただ、僕の体験とし
ては、当時「8時にテレビの前にみんな集合する」という状況
をつくり出していたことは、今リモートでやろうとしている
ことのある側面を実現してたのだろうと思いました。つまり、
メディアだったり、世の中に対する認識が変わっていけば、
必ずしもテクノロジーがなくても、あるものをリアルなもの
として感じることはできるんだろうなと思ったんです。
僕自身の、《その下にすむ空のスケッチ》（2021）という小

さい作品の話もさせていただきます。関東から北陸にかけて
存在している、あるいは定義されている横田空域という、基
本的には日本の管理下になく米軍の管理下にある空域という
のがあります。ここにちょうどコロナ禍が始まった頃、羽田
新ルートの就航が始まって、それを発端にして、横田空域と
いう問題への具体的な興味と、リモートワーク、リモートの
生活が続いて、作品においてもその場に居合わせることがど
ういう意味を持つのかという興味があって、それが例えばオ
ンラインによって達成されるのとは違う手段はないかなと
常々思っていたんです。そのふたつの興味と問題意識がある
時に、2021年の3月末にIAMASであった「メタ・モ（ニュ）
メント」展に向けてつくったのがこの作品です。
スマートフォンで見るARの作品ですが、オンラインとい

うより、僕がヒントにしたのは、例えば花火や富士山、ある
いはブルーインパルスの曲芸飛行のようなスペクタクル性で

す。つまり、巨大である、あるいは遠くから見えるということ。
いわゆるリモートのオンラインのコミュニケーションではな
くて、遠くにあるけど見えるものというのが使えないかみた
いなことを思っていたんです。
横田空域に関しては、まずそれがすごく巨大なので、実際
に自分の視点からどのように見えるかが僕にはなかなか想像
できなくて、実際に一人称の視点でどう見えるのかという、
可視化への興味がありました。また、それが見える、どう見
えるかだけではなく、そこに本当に存在していると感じるに
はどうしたらいいんだろうかと思ったんです。というのは、
リモートというのは、人が離れててもそこに人がいるという
ことを理解できるということです。人間の持ってる性質、認
識能力をベースにしているんだと思いますが、やはり富士山
があそこにあるということは、誰しも実感として、あるいは
信念として持っているのに対して、横田空域に関してはどう
かと考えた。そこで、ARによって可視化するとともに、そ
れをTwitterに上げてもらうことで、それぞれの人がそれぞ
れの視点から見たものを寄せ集めて、さらにその集積を見る
ことでその存在というのを確定して、実感していく、信じて
いくようなことを実現するのがこのプロジェクトの概要で
す。
先ほどの岩城京子さんの発表を、僕は近視的と遠視的とい
うことが共存していくことが批評性を担保するので重要なの
だ、というふうに理解したんですが、ここら辺のことが僕の
プロジェクトにも関係しているのかなと思いました。例えば
今、地球平面説などといった話が生じるプロセスには、おそ
らくこういったものと、他の人の見たものの寄せ集めという
ことに対して、どのぐらい信頼を置けるような世界だと認識
しているかというようなことが関わってくるのかなと思いま
した。なので、今回の話を聞くと、単純に演劇なり時間芸術
というものの存続に関わる問題というよりは、やはりそれが
世の中、世界をどのように認識するかということのベースに
なる、どのようなベースが重要なのかというような、そうい
う問題提起だと受け取りました。
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